ガラス からか は さらさ げぼリ 

薄暗き 硝子 戸棚の 中。 絵画、 陶器、 唐 皮、 更緲、 牙 彫、 

ち-つきん と-つ 

錡金等 種々 の 異国 関係 史料、 処狭 きまでに 置き 並べた 

る を 見る。 初夏の 午後。 遙 にちやる めら の 音 聞 ゆ。 

久しき 沈黙の 後、 司 馬江漢 筆の 蘭人、 突然 悲しげに 

歎息す。 

古 伊万里の 茶碗に 描かれた る 甲 比 丹、 (蘭人 を 顧み 

つつ) どうしたね？ 顔の 色も大 へん 悪い やう だが I 

蘭人、 いえ、 何でもありません よ。 唯ち つと 頭痛が 

する ものです から 

甲 比 丹、 今日は 妙に 蒸 暑い からね。 



からか は あ ひだ あう む かびたん 

唐 皮の 花の 間に 止まれる 鸚鵡、 (横 あ ひより 甲 比 丹 

うそ 

に) 譃 〔# 「譃」 は 底本で は 「謔 匕です よ。 甲 比 丹！ あ 

の 人の は 頭痛で はない のです。 

甲 比 丹、 頭痛で はない と 云 ふと？ 

あう む 

鸚鵡、 恋愛です よ。 

おど 

蘭人、 (鸚鵡 を嚇 〔# 「嚇」 は 底本で は 「嘛匕 しつつ) 

余計な 事 を 云 ふな！ 

甲 比 丹 (蘭人に) まあ 黙って ゐ 給へ。 (鸚鵡に) さう 

して 誰に 惚れて ゐ るの だい？ 

鸚鵡、 あの 女です よ。 ほら、 あの 阿蘭陀 出来の 皿の 

中に ある。 —— 



甲 比 丹、 何時も 扇 を 持って ゐる女 か？ 

鸚鵡、 ええ、 あれです。 あの 女 は 顔 こそ 綺麗です が、 

きぐら ゐ 

中 々 気位が 高 いものです からね。 

蘭人、 (再び 鸚鵡 を嚇 しつつ) こら、 失礼な 事 を 云 ふ 

な！ 

きん ざ うがん 

甲 比 丹、 さう か？ それ は 気の毒 だな。 (金 象嵌の 

小柄の 伴天連に) どうした もので せう？ パァ ドレ！ 

伴天連、 さあ、 婚礼 はわた しが させても かいが、 I 

I 何しろ 阿蘭陀 生れ だけに、 あの 女の 横& なの は 評判 

だからね。 

蘭人、 どうかもう 御 心配な さらずに 下さい。 (やけ 



気味に) いざと なれば あの 種が 島に、 心臓 を 射抜いて 

貰 ひます から。 

種が 島、 (残念 さう に) 駄目 だよ。 僕 は 鯖び ついて ゐ 

にほんた う 

るから、 II サ アベル 式の 日本刀に でも 頼み 給へ。 

げぼリ キリスト 

牙 彫の 基督、 (紫 壇の 十字架 上に 腕 を ひろげつつ) 

無分別な 事 をして はいけ ない。 ふだん 云って 聞かせる 

通り、 自殺な ど をした もの は 波 群 葦 増の 門に は ひられ 

マリヤ くわん のん か あさま 

ないから ね。 (麻 利耶 観音に) お母様！ どうかして 

やる 訳に は 参りません か？ 

麻利耶 観音、 さう だね。 では わたしが 頼んで 見て 上 

げ ようか？ 



伴天連、 さう 願 へれば 仕 合せで ございます。 

甲 比 丹、 どうか 御 尽力 を 願 ひたいと 存じます が、 I 

I (蘭人に) 君から も おん 母に 御 頼みし 給へ。 

蘭人、 (恥 しげに) 何分よ ろしく 御 願 ひ 申します。 

おめぐみ マリヤ 

鸚鵡、 御 恵 深い 麻利耶 様！ わたしから も ひとへ に 

徙 irnl 乙 します 

麻利耶 観音、 (阿蘭陀の 皿に 描かれた る 女に) あな 

た！ 

阿蘭陀の 女、 何 か 御用です か？ 

麻利耶 観音、 はい、 実は この 若い 方が あなた を 御 慕 

ひ 申して ゐ るの ださう です が、 —— 



阿蘭陀の 女、 まあ 離です 事。 わたし は あの方 は大嫌 

ひで ございます。 

やつ 

麻利耶 観音、 それでも 体 さへ 窶れる 程、 思 ひ 悩んで 

ゐる やうです から、 

阿蘭陀の 女、 それ は あの方の 御 勝手ではありません 

か？ 一 体 わたし は 日本 出来 や 支那 出来の 方 は 虫が 好 

かないの です。 

マリヤ くわん のん 

麻利耶 観音 〔# ルビの 「くわん のん」 は 底本で は 「くわ 

んの」 r そんな 事 を 云 ふ ものではありません。 あの方 

も あなたと 同じ やうに、 西洋文明の 命の 火 を 胸の 中に 

宿して ゐ るので す もの。 云 はば 兄弟の やうな もので は 



ありま せんか？ どうか わたしたち 親子 も 願 ひます か 

ら、 少し は可哀 さう だと 思って やって 下さい。 

阿蘭陀の 女、 (腹立たしげ に) 余計な 事 は 仰 有らずに 

下さい。 第一 あなた さへ 平 戸 あたりの 田舎 生れで は あ 

りません か？ 硝子 絵の 窓 だの 噴水 だの 薔薇 の 花 だの、 

壁に かける 氈 だの、 —— そんな 物 は 見た 事 もあります 

まい。 顔 も あなた はわた しの 国の おん 母 麻利耶 とは大 

違 ひです。 まして あの方 を 御覧なさい。 成程 あの方 も 

この 国で は、 阿蘭陀 人と 云 ふか も 知れません。 しかし 

ほんた うは 阿蘭陀 人 どころ か、 日本人と も 西洋人と も 

つかない、 つまり この 国の 画 描きの 捲へ た、 黒ん坊よ 



り も 気味の 悪い 人です。 

蘭人、 ああ、 何と 云 ふ 情ない 言葉 だ！ (涕 泣す) 

阿蘭陀の 女、 (なほ 怒の 静まらざる 如く) それが わた 

し を 慕って ゐる、 —— よく まあ そんな 事が 云 はれた も 

ながさき 免 

のです。 おまけに あの方の 一 家 一 族 —— 長 崎 画に 出て 

来る 紅毛人 も 皆 同じ 事ではありません か？ あたし は 

あの人た ちの 顔 を 見て さ へ 胸が 悪くな つ て 来る 位です。 

長 崎 画の 英吉利 人、 法朗西 人、 露西亜 人 等、 (驚きし 

如く) おお！ おお！ 

麻利耶 観音、 では どうしても あの方と は 仲好く 出来 

ない と 云 ふので すか？ 



阿蘭陀の 女、 当り前です。 わたし はもう 今日 限り、 

ごめん かう む こい まリ 

あなたと も 御 つきあ ひ は 御免 蒙り ませう。 古 伊万里 

かびたん こづか ばてれん かめ やまやき なんばん をん な 

の 甲 比 丹、 小柄の 伴天連、 亀 山 焼の 南蛮 女、 —— いえ、 

つば 

いえ、 それ どころ ではありません。 刀の 鰐に ゐる 天使 

でさへ、 二度と 口 を 利いて 貰 ひますまい。 あの人た ち 

とわたし と は 生れ も 育ち も 違 ふので すから、 —— 

麻利耶 観音、 (蘭人に) 聞いて ゐ たらう ね？ わたし 

しょせん 

の 言葉 さ へ 通らな いの だから、 所詮お 前の 願 ひ はかな 

はない よ。 

て いき ふ 

蘭人、 (涕 泣しつつ) はい、 もう 仕方 は ございません。 

甲 比 丹 〔# ルビの 「かびたん」 は 底本で は 「かぶたん 匕、 



かめ やまやき なんばん をん な 

男らしく あきらめる さ。 (亀 山 焼の 南蛮 女に) しかし 

憎い 女 だね。 

なんばん をん な 

南蛮 女、 ほんた うに 高慢な 人です 事。 —— ようご 

ざいます よ。 これから はわた しが あの 女の 代りに この 

方の 世話 をして 上げます から。 

伴天連、 お前さん は li 時 もやさし い 人 だ。 

基督、 静かに！ 静かに！ 誰か 人間が 来た やう だ 

から、 —— 

鸚鵡、 しつ！ しつ！ 

この 家の 主人、 数人の 客と 共に 戸棚の 外に 立つ。 

主人、 これが わたしの コレクション 〔# 「ョ」 は ママ U 



です。 

客の 一 人、 大分 沢山あります ね。 この 江漢の 蘭人 は 

面白い。 

主人、 其処に あるの は 亀 山 焼です。 これ はわた しの 

自慢の 品です が、 —— 

客の 一 人、 南蛮 女です ね。 阿蘭陀 出来の 皿の 女より、 

よほど 

余程 美人ではありません か？ 

主人、 これです か？ (阿蘭陀の 女の ゐる皿 を 取り出 

す) おや、 何 か 濡れて ゐ るが、 —— 

客の 一 人、 まさか 阿蘭陀の 女が 泣いた と 云 ふ 訳で も 

ありますまい。 



わるぐち く や 

客の 他の 一 人、 いや、 悪口 を 云 はれた から、 口惜し 

泣きに 泣いた のか も 知れません。 (笑 ふ) 

客の 一人、 一 体 日本 出来の 南蛮 物に は 西洋 出来の 物 

にない、 独得な 味が あります ね。 

主人、 其処が 日本な のでせ う。 

客の 一 人、 さう です。 其処から 今日の 文明 も 生れて 

来た。 将来 はもつ と 偉大な ものが 生れる でせ う。 

ひと リ めい 

客の 他の 一人、 この 蘭人 や 南蛮 女 も 亦 以て 瞑すべし 

です か。 II おや！ 

主人、 どうしたので すか？ 

キリス 卜 

客の 他の 一 人、 何だか あの 基督が 笑った やうな 気が 



したので す。 

マリヤ くわん のん 

客の 一 人、 わたし は 麻利耶 観音が 笑った やうに 見 

えた。 

主人、 気の せゐ でせ う。 

しゅかく ガラス 

主客 静かに 硝子 戸棚の 前 を 去る。 再び かすかに ちゃ 

る めら の 音。 

(大正 十 一 年 五月) 
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